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「滋賀県イノシシ第二種特定鳥獣管理計画(第２次)(素案)」に対して提出された 

意見・情報とそれらに対する滋賀県の考え方について 

 

１ 県民政策コメントの実施結果 

  平成 28 年 12 月 22 日(木)から平成 29 年１月 22 日(日)までの間、滋賀県民政策コメント制度

に関する要綱に基づき、「滋賀県イノシシ第二種特定鳥獣管理計画(第２次)(素案)」についての

意見・情報の募集を行った結果、４名（団体を含む）の方から、計 16 件の意見・情報が寄せら

れました。 

また、鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律の規定に基づき、並行して市町

等関係機関に対する意見聴取を行った結果、意見・情報は寄せられませんでした。 

  これらの意見等について、内容ごとに整理し、それらに対する考え方と修正点を別紙に示し

ます。 

  なお、取りまとめにあたり、提出された意見・情報の一部は、趣旨を損なわない範囲で内容

を要約したものとなっています。 

  また、意見等の該当ページは、県民政策コメントで公表した「滋賀県イノシシ第二種特定鳥

獣管理計画(第２次)(素案)」によっています。 

 

２ 提出された意見・情報の内訳 

 

項        目 県民 市町等 

概要 1  

１． 計画策定の背景および目的   

２． 管理すべき鳥獣の種類   

３． 計画の期間   

４． 第二種特定鳥獣の管理が行われるべき区域   

５． 現況   

６． 第二種特定鳥獣の管理の目標と施策の基本的な考え方 4  

７． 第二種特定鳥獣の数の調整に関する事項 2  

８． 第二種特定鳥獣の被害防除対策に関する事項 2  

９． 第二種特定鳥獣の生息環境の保全・整備に関する事項 3  

１０． その他第二種特定鳥獣の管理のために必要な事項 3  

その他 1  

合計 16 0 

 

３ 今後の予定 
 

平成 29 年３月９日 環境・農水常任委員会（計画案について） 
３月末 計画の改定・公表 

 

４ 滋賀県イノシシ第二種特定鳥獣管理計画(第２次)(案) 

 別添のとおり  

環境・農水常任委員会資料 15 
平成 29 年（2017 年）３月９日 

琵琶湖環境部自然環境保全課 
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(参考) これまでの経過 
 

＜環境審議会＞ 

平成 28 年６月２日 環境審議会への諮問 

６月 28 日 第１回自然環境部会（概要説明 

９月 27 日 第２回自然環境部会（素案について） 

11 月 10 日 第３回自然環境部会(答申案について）、環境審議会からの答申 

 

＜環境・農水常任委員会への報告＞ 

平成 28 年５月 18 日 計画の策定予定について報告 

10 月５日 検討状況の報告 

12 月 15 日 県素案（県民政策コメント案）の報告 

 

＜その他の意見交換等＞ 

平成 28 年８月３日 第１回イノシシ管理検討委員会 

９月 12 日 第２回イノシシ管理検討委員会 

９月 16 日 特定鳥獣管理計画関係者検討会（自然保護団体、市町等） 

10 月 20 日 関係機関協議（市町、国等機関、庁内関係課） 

11 月 14 日 滋賀県鳥獣被害対策本部 本部員会議（県素案について） 

11 月 25 日 県政経営幹事会議（県素案について） 

11 月 29 日 県政経営会議（県素案について） 

12 月 22 日 県民政策コメントの実施 

 市町等への県素案（県民政策コメント案）に係る意見照会 
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別紙 

１．県民政策コメントにより寄せられた意見・情報とそれらに対する滋賀県の考え方

について 

 

番号 頁 意見情報等（概要） 意見・情報等に関する考え方 

概要 

1  シカの計画の概要には、ジビエ活

用が書かれているが、イノシシの計

画の概要にはその記述がない。イノ

シシの計画の本文中には当該記述

があるので、概要にも、ジビエ活用

を記述すべきと考える。 

イノシシはシカ等と比べると自給

的な商品化もみられることから、県

では当面、シカを中心に取り組みを

推進する考えです。このことから原

案どおりとします。 

６． 第二種特定鳥獣の管理の目標と施策の基本的な考え方 

(２) 管理の目標 

2 20 今年度には彦根城付近でイノシ

シが出没し人身事故を起こすとい

うショッキングな出来事が記憶に

新しいかと思います。観光地として

の資源活用の中で、このような事故

は大きな負の影響を生む可能性が

あるので、生活密集地などにおける

人身事故を無くすような取組を期

待します。 

p.25 に記載していますとおり、人

身被害を防ぐためには、防護柵の設

置とあわせて、ゴミや不要作物等の

要因物を適切に管理しイノシシが出

没しづらい環境をつくることが重要

であると考えております。遭遇した

場合は、刺激をしないことが大切で

す。 

 また、人的被害については市町の

鳥獣担当部局や県の鳥獣担当部局に

加えて警察等と連携し対応したいと

考えています。 

（３） 施策の基本的な考え方 

3 21 個体数の何らかの指標がなくて

は、「順応的管理」はできないと考

えられます。被害件数などの代理指

標や複数の指標の統合指標でも良

いですから、そうした指標を設ける

べきではないでしょうか。 

 また、「個体数の推定が現実的に

困難」「一年間という短い期間の間

でも個体数の変動が大きい」理由の

説明を含められないでしょうか。 

目撃効率や捕獲効率の生息密度指

標や被害状況等の把握等によりイノ

シシの生息動向を総合的に判断し

「順応的管理」を行います。 

 また、「イノシシは生まれてから１

年ほどで繁殖できるようになり１回

の産仔数も４～５頭と多いが、若齢

での死亡率が高く生育する頭数は環

境要因により大きく変わる」ことを

追記します。 

4 21  農地や住宅密集地のみでなく、観

光地やゴルフ場などの娯楽施設も

 計画本文では、農林業被害だけ

でなく、人身事故につながる市街地
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重点地区に指定して管理する必要

があると考えます。 

への出没についても対策が必要であ

ると記載しております。ご意見のと

おり、観光地やゴルフ場などの娯楽

施設についてもイノシシによる被害

はありますが、まずは農地や市街地

での対策に重点をおき施策を実施し

ていきたいと考えております。この

ことから、原案どおりとします。 

5 22  人工林、環境林、天然林の整備が

どのように人とイノシシの棲み分

けにつながるのか、簡単な説明を入

れられないでしょうか。空間な配置

等によって、そのような可能性があ

ると述べられないのでしょうか。 

森林管理については、イノシシを

はじめとする野生鳥獣の生息に配慮

し、人工林、環境林、天然林それぞ

れの特徴にあった整備を行いたいと

考えております。 

７． 第二種特定鳥獣の数の調整に関する事項 

（１） 目標達成のための具体的な施策 

6 23  今年度は他県で知る限り2件の猟

銃による死亡事故が発生しており

ます。狩猟者の高齢化に伴い、いわ

ゆるベテランによるみなし発砲や

慣れが生む猟銃取り扱いが、それら

の主たる要因だと感じています。こ

のような事故は起こるべくして起

こる事故です。これらの事故が起こ

らぬよう、熟練者への注意喚起が必

要だと思いますので、そのような取

組を期待します。 

猟銃の慎重な取り扱いは、事故の

予防など安全管理上、大変重要です。

今後とも熟練者を含め狩猟者に対す

る注意喚起を図ってまいります。 

（２） その他目標達成のために推進すべき事項 

7 23  野生動物が出没する原因を正し

く理解することは極めて重要な課

題であると思います。人里に出没す

る要因にはさまざまな事柄が関連

しており、それらを包括的に理解

し、対策をたてていくことが重要と

なると考えます。季節や生態（繁殖

に絡んだ）さらには場所を考慮した

原因の理解が必要で、それらが達成

されるような取組に期待します。ま

現在、定期的に農水省農作物野生

鳥獣被害対策アドバイザーを含む有

識者の意見を聞きながら、本計画に

おける順応的な管理を推進しており

ます。今後とも、農水省農作物野生

鳥獣被害対策アドバイザーをはじめ

広く関係者の意見をお聞きしながら

施策を進めてまいります。 
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た、連携活動などにおいては「農水

省農作物野生鳥獣被害対策アドバ

イザー」の活用も有効であろうかと

思います。 

８． 第二種特定鳥獣の被害防除対策に関する事項 

（１） 農林業被害 

8 24 農業生産物（廃棄物を含む）のみ

でなく、庭先栽培物や、残飯の放置

なども含め地域ぐるみで包括的に

徹底した対策が重要です。これらの

有用・重要性を啓発し、継続できる

取組の提案を期待します。 

これまでから「集落ぐるみによる

鳥獣害対策」を推進してきたところ

ですが、p.25 に記載しておりますと

おり市街地への出没対策では誘因物

を適切に管理することが重要と考え

られることから、ご意見については

今後の施策の参考とさせていただき

ます 

（５）その他の被害 

9 25 餌資源となるものの排除もさる

ことながら、山から河川などを通し

て市街地へ出没する動的な環境の

遮断が重要な課題だと思います。河

川管理と合わせて早急な対策・取組

を期待します。 

河川・水路等におけるイノシシ出

没対策におけるイノシシの出没対策

についてはp.25に記載しております

とおり河川管理部局等と連携し取り

組むこととしており、ご意見につい

ては、今後の施策の参考とさせてい

ただきます。 

９． 第二種特定鳥獣の生息環境の保全・整備に関する事項 

（２） 農地に接する森林および耕作放棄地 

10 26  イノシシと里山の関係は古く古

代から続いている課題です。共存の

道をすすめつつ、棲み分けを現代科

学を駆使し、合理的に対応する必要

があろうと考えます。とくに放棄地

の再利用に関する家畜生産を活用

したゾーニングが一つの解決策に

あげられます。しかし、家畜生産の

ノウハウの有無が、本事業の推進に

おいて極めて重要であることが、見

落とされがちになってしまいます。

私の研究室でも行っている IT 技術

を活用した遠隔地での家畜生産技

術の確立と連携しながら、効率的か

 p.26 に記載しておりますとおり耕

作放棄地の再生利用はイノシシ対策

において重要であると考えており、

今後の施策の参考とさせていただき

ます。 
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つ持続的なゾーニング技術の確立

を目指す必要があると思います。 

11 26  そのとおりであるが、林縁を伐採

後、管理がなされず、やぶ化してい

るところが多いのが現状である。地

元自治会任せで状況が改善すると

は考えにくく、行政による何らかの

介入が必要ではないか。 

 集落ぐるみ獣害対策促進事業の実

施要件として、刈り払い等地元での

維持管理の実施が必要となります。

今後とも適切な事業の推進に向け研

修等を行い集落への支援を行いま

す。 

12 26 イノシシは学習能力が高く、畑を

一度餌場と認識すると被害が継続

する。イノシシの生息域と集落が隣

接し緩衝地帯がない地域では、防護

柵の設置や駆除だけではなく、イノ

シシの学習効果を利用した対策を

重点的に実施することが重要であ

る。罠の設置などイノシシが嫌がる

環境を作る他、被害に遭った畑でイ

ノシシが忌避する匂い成分の利用

（トウガラシエキスの野菜への塗

布）などの施策が考えられる。 

 トウガラシエキスなどの散布はイ

ノシシ対策として実施されており効

果があったとのご意見もあります

が、環境の変化による一時的な警戒

であり継続的な効果が期待できない

ことも考えられます。 

 イノシシ被害対策については防護

柵の整備と併せて、被害地域の実情

に合わせ駆除やその他対策など複合

的に実施することが重要であると考

えております。 

１０． その他第二種特定鳥獣の管理のために必要な事項 

（２） 普及啓発 

13 27  現実に住宅地にもイノシシが出

没するようになっています。人身被

害が起こらないように、出会った場

合の対処方法についての普及啓発

もなされるべきではないでしょう

か。 

 p.25 に記載していますとおり、人

身被害を防ぐためには、防護柵の設

置とあわせて、ゴミや不要作物等の

要因物を適切に管理しイノシシが出

没しづらい環境をつくることが重要

であると考えております。遭遇した

場合は、刺激をしないことが大切で

す。 

 ご意見については、今後の施策の

参考とさせていただきます。 

（３） イノシシの資源的利用について 

14 27  （鹿肉の食用利用と共通して言え

ることであるが、）食肉としての資

源利用拡大に際しては、狩猟者・処

理業者だけでなく、食肉の利用者で

ある調理人の視点を入れ、衛生管理

 安全で衛生的に管理されたジビエ

活用の支援を進めるため、ご意見を

参考にさせていただきます。 
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および品質の確保を図るべきであ

る。植物性の餌中心か雑食性である

かの個体の違いによって食味や安

全性が変わるため、食肉に適した個

体の捕獲場所の特定のために情報

を蓄積するようにすることが求め

られる。また狩猟者・処理業者は、

販売重量を多く確保しようとする

インセンティブが働くため、食用に

適した部位の範囲よりも広げて加

工する傾向があり、食用に適した品

質を保持するためには、解体・加工

の工程に利用者である調理人の視

点を入れる仕組み作りが必要であ

る。 

15 27 シカ肉に比べ上質な肉であるこ

とから、需要も高く捕獲された個体

はほとんどが流通に流れている感

があります。食肉を扱う点で衛生面

での指導を徹底することは当然で

すが、利活用市場の開拓についても

積極的な取組が望まれるところで

す。 

 滋賀県ジビエ活用検討プロジェク

トチームを立ち上げ、捕獲鳥獣の食

肉利活用の取り組みを推進している

ところです。イノシシはシカ等と比

べると自給的な商品化もみられるこ

とから、県では当面、シカを中心に

取り組みを推進する考えです。この

ことから原案どおりとします。 

その他 

16   狩猟者の安全性の確保という点

で、「山林内における狩猟者が気を

つけるべき危険生物ハンドブック」

などの情報が必要だと感じていま

す。とくに「ダニ」に関しては危険

性は十分に把握しているものの、見

分け方や排除方法など、一定の対策

がなされているとは感じません。個

人的に関連する猟友会支部会内で

情報の提供はしておりますが、県全

体として包括的な対応が望まれま

す。 

 狩猟者のみを対象にせずとも、登

山者が注意すべき・・・ということ

 狩猟者からもマダニ等の危険性に

ついてはご指摘いただいているとこ

ろです。また、今後ジビエ活用を推

進するにあたっても注意を払う必要

があると考えております。 

 ご意見については、今後の施策の

参考とさせていただきます。 
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でも良いと思います。ダニ、ヒルな

どは当然ながら他の危険生物、特に

登山者においてはイノシシ（クマも

当然ですが）は直接生死に関係する

大変危険な生物となります。それら

をまとめたハンドブックの配布を

通して啓発を行うことも重要であ

ろうと感じます。 
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２．県素案（県民政策コメント案）からの修正点 

 

頁 計画素案（県民政策コメント案） 修 正 案 

 
p.23 １行目 
７．第二種特定鳥獣の
数の調整に関する事
項 
（１）目標達成のため
の具体的な施策 

 
イノシシについては、個体

数の推定が現実的に困難であ
ることや、一年間という短い
期間の間でも個体数の変動が
大きいことなどから、ニホン
ジカのように目標とする生息
個体数や生息密度を設定し、
それを管理目標とすることは
難しい。 

 
イノシシは生まれてから１

年ほどで繁殖できるようにな
り１回の産仔数も４～５頭と
多いが、若齢での死亡率が高く
生育する頭数は環境要因によ
り大きく変わる。イノシシにつ
いては、個体数の推定が現実的
に困難であることや、一年間と
いう短い期間の間でも個体数
の変動が大きいことなどから、
ニホンジカのように目標とす
る生息個体数や生息密度を設
定し、それを管理目標とするこ
とは難しい。 
 

 

 

※ 県民政策コメン

トによる意見に

基づく修正 


